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論文内容の要 1::::. 
日

裏装処置により，歯牙知覚がいかに影響をうけるかは、前科保存学上きわめて重要である。しかる

に，との点については現在なお十分な客観的データは得られていない。

本論文は富底への裏装処置が象牙質の知覚伝導機構 lこいかなる影響をおよぼすかを、歯牙神経に生

じる反応を指標として分析評価し，その機序につき考察を加えたものである口

実験には犬を用いた。実験は第 1 実験と第 2 実験よりなり、第 1 実験は，予備実験として、同一犬

につき深さの異なる宵洞を形成し，百底象牙質の厚さによって，百底刺激により誘発される歯牙神経

の反応関値がいかに変動するかをしらべた。第 2 実験では，裏-装処置を行なった結果，百底刺激によ

り誘発される歯牙神経反応関値が，経目的にいかに影響されるかを検討ーしたD

実験歯としてはすべて下顎犬歯を用い，前牙刺激より誌発される反応の指標には，下歯槽神経の電

気活動を用いた。

1. 笥底象牙質の厚さと反応

正常高底象牙質の厚さと、百底刺激により訴発される歯牙ネ1f1経反応の関値との関係はつぎの如くで

あったD すなわち，多少の個体系はあるが，百底象牙11の j亨.さが 0.5 mm での閲値電圧は平均 2.8

volt, 1.0 mm では平均 5.1 volt, 1. 3 mm では平均 7.6 volt で，いずれの歯牙についても，嵩底

象牙質の厚さが増すにつれて関値電圧は上昇した。以上の結果から，裏装剤効果の判定には厚さのほ

ぼ等しい寓底象牙質に裏装剤を適用して、効果を比較しなければならないこと，および，同一樹牙に

つき対照と実験富洞とを作成して，反応闘値を比較しなければならない乙とがわかった。

2. 裏装剤塗布効果

第 1 実験の結果にしたがい第 2 実験では下顎犬南街頭部に 2--4 個の百澗を隣接させて同時に形成

し，大きさ、深さを修正のうえ半数の高洞を実験高洞として裏装を行ない， ~Jえりを対照高洞とした。
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裏装剤として paraform aldehyd を zinc oxide で稀釈した 2% paraform を用いた。これを滅菌

蒸溜水で練和して、嵩底に塗布、綿花で圧接し， zinc phosphate cement で封鎖した。対照寓洞に

は綿花のみを挿入して、その上から zinc phosphate cement で封鎖した。乙の動物を 2 週間または

1 カ月飼育した後，麻酔を施し，前記処買を施した百洞より， cement，綿花，薬剤を除去して，同底

を露出させ，百底に電気刺激を行ない，下前桝神経に誘発される電気活動から，刺激に応ずる闘値電

圧を測定した。実験終了後被検掬[を抜去し，通法にしたがい脱灰または研磨切片標本を作成した口

哀をミ 1 カ月後，約 50μ--100μ 巾の第二象牙質形成を認めた実験宵洞では，反応闘値は対照に比

べSf.均1. 6 倍 k昇した。;寄底哀史後 2 週間の第二象牙質形成を認めない実験簡でも， 関値は対照に

比べ約1. 4 倍上昇した。

以上の結果，哀史剤の前牙感覚鈍麻効果は， paraform 70布による第二象牙質の形成によるのみな

らず，歯牙内部の痛覚叉容機構が， paraform により R接障古されることも関与していることが明ら

かになった口

論文の審査結果の要旨

表装処置により，歯牙感覚がし1かに影響をうけるかは，歯科保存学上きわめて主要である。しかる

に，この点については現在なお十分な客観的データは得られていない。

本論文は犬の犬歯富底に 2% paraform を適用し裏装処置をほどこした場合象牙質の知覚伝導機

構にいかなる影響が生じるかを，歯牙神経に生じる反応を指標として分析評価し，その機序につき考

察を加えたものである。

第一実験により同一犬につき深さの異なる嵩洞を形成し，百底象牙質の厚さによって，電気刺激に

より l百発される歯牙神経の反応闇値がいかに変動するかをしらべている口この第一実験により百底象

牙質のFZさと反応閲値の関係が明確にされた口すなわち，多少の個体差はあるが，いずれの歯牙につ

いても，正常宿底象牙質の厚さが増すにつれて闘値電圧は上昇した。以上の結果から，裏装効果の判

定には，厚さのほぼ等しい嵩底象牙質に裏装剤を適用して、効果を比較しなければならないこと，お

よび，同一歯牙につき対照と実験寓洞とを作成して，反応闘値を比較しなければならないことがわか

っ?こB

~12 実験では下顎犬歯菌頭部に 2--4 伺の百洞を隣接させて同時に形成し，大きさ，深さを修疋の

うえ、|べ数の宵洞を実験;百j日として裏装を行ない， JJG りを対照宿洞としている。裏失剤として paraf­

orm aldehyd を zinc oxide で柿釈した 2 労 paraform を用い，これを滅菌蒸溜水で練和して宿底

に性社J ，綿花で圧接し， zinc phosphate cement で封鎖した口

対照百洞には綿花のみを挿入して，その上から zine phosphate cement で封鎖した。乙の動物を

2 週間または 1 カ月飼育した後，麻酔を施し，前記処置を施した宵洞より cement，綿花，薬剤を除

去して，寓底を露出させ寓底 lと電気刺激を行ない，下歯槽神経に誘発される電気活動から，刺激に応

ずる関値電圧を測定した。
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裏史 1 カ月後，約 50/-t--l00μ 巾の第二象牙質形成を認めた実験百洞では，反応閲値は対照に比べ

平均1. 6 倍上昇し，嵩底裏装後 2 週間の第二象牙質形成を認めない実験歯でも、闘値は対照に比べ約

1. 4 倍上昇するととが明らかになった。

以 i二の結果ば裏345剤の前牙感覚Witt麻効果は paraform r1"布による ~1二象牙貨の形成あるいは象牙

質の物理化学的性状変化にのみよるのではなく， l~~i-牙内部の~t弗ー的 11日覚受容機構そのものが parafo­

rm Iとより直接障害されることをも示すものであって， î*i-利保存治療に際しての裏装処置の志義を，

より明確にしたのみならず，裏主!;剤の選択に対して，よき指針ーをうえるものであって，前科学に貢献

するところ大である。 1~~-学博士の学位を受けるに十分の資格あるものと認める。
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